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〔研究室紹介〕 生物活性研究所抗生物質研究部
生物活性研究所抗生物質研究部は前身腐敗研究所から
同じ名称の下に引継がれたものである。腐敗研究所は元
来酪酸菌培養液が腐敗防止作用を有するというユニーク
な研究に端を発している。当時の概念にはなかったがそ
の発想は抗生物質そのものである。このような事情から
研究所発足当時から放線菌の生産する抗生物質の探求が
行われたが，生物医学の観点，特に化学療法を主眼とし
ては1973年生物活性研究所に改組されて以来のことであ
る。
抗生物質研究は抗生物質部と抗生物質一製造試験施設と
の密接な連係の下に行われている。この学際的研究を行
うために構成研究者は医学，薬学，理学，農学の各分野
にまたがっている。施設は研究部に於て発見された新奇
物質の生産条件を検討すると共に試料を作製して研究部
に還元する役目をもっている。
研究の主軸は免疫機能を阻害することの少ない制がん
抗生物質の発見と開発であるが，大学附置の研究所とし
て分子生物学的作用機作の研究迄深く追求されている。
例えば現在の研究プロジェクトである saframycin群抗
生物質は isoquinolinequinoneの二量体というこれ迄に
微生物の二次代謝産物としては例を見ない特異な骨格を
有し，その内 saframycinA は最も生物活性が高い。元
来は極微量の培養成分であるが，施設の研究成果によっ
て現在では好収量で生産させることが可能になってい
る。本物質は DNAと結合して，その鋳型活性を阻害
し， RNA合成を阻害するものであるが，その作用メカ
ニズムは既存の actinomycinD や adriamycinとは異
なったものである。 saframycinA の制がん化学療法剤
としての特徴は，免疫適格細胞や組織への障害性が少な
いことで特に骨髄障害がみられないことは特筆に価す
る。
がんと共に近年増加しつつある真菌性，特にステロイ
新井正
ドホ/レモン，免疫抑制剤，広域抗生物質の多用によるカ
ンジダ症の増加は極めて憂慮すべき状態にあるが，深在
性真菌症の化学療法剤は甚だ限られたものであることは
周知の通りである。深在性真菌症の治療のための基礎研
究として，これら日和見感染 (opportunisticinfection) 
成立の機作，特に宿主免疫との関係，また真菌症に対す
る予防ワクチンの研究も行われている。
抗生物質を生産する微生物は放線菌と呼ばれる特殊な
細菌であるが，生物活性研究所における放線菌の研究は
古い歴史をもち，抗生物質生産と分類学的位置の研究の
みならず，症原性放線菌，すなわちノカノレジアやアクチ
ノマイセスの菌学，さらに日和見感染よりの臨床分離株
同定についても各研究機関の依頼が少なくない。
抗生物質や化学療法の研究は以上のように多岐に亙っ
ているが，上記の専門分野の研究者によって新抗生物質
生産菌の発見と同定，抗生物質をはじめ有用な生物活性
物質の単離から構造決定，更に抗真菌作用や制がん作用
の生化学的研究迄高いレベ/レの研究が行われているとこ
ろに特色がある。
化学療法研究の設備として，病原微生物操作のための
安全設備，同動物実験施設，組織培養室をはじめ，構造
研究のためには研究所の機器センターに設置されている
最新鋭の核磁気共鳴装置 (NMR)，質量分析計 (MAS) 
X線解析装置などを駆使することができ，また試験製造
施設には助教授，技官が配置され，振渥培養装置，ミニ
ジャーファーメンター， ジャーファーメンター，150l 
のパイロットプラントが常に可動状態におかれ，微生物
菌体，生産物採取のための条件検討，発酵生産が行われ
ている。
大学院は医学研究科実験化学療法学を担当し，薬学研
究科は医療薬学を兼担して抗生物質の講義を行ってい
る。 (昭和57年 1月11日受付)
